
会長就任のご挨拶 

 

会長 森田 納 

 

大阪難波ロータリークラブ２０２６－２７年度会長を拝命

いたしました、森田納でございます。 

立花直前会長、１年間大変お疲れさまでございました。立花会長のご尽力によ

り、当クラブは創立５０周年という歴史的な節目を無事に迎えることができま

した。この重責を引き継ぎ、これから１年間、当クラブの会長を務めさせてい

ただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

私自身、ロータリー活動に携わらせていただいて以来、まだまだ未熟ではござ

いますが、日々「奉仕の精神」の大切さを学ばせていただいております。歴代

会長の皆様に負けないよう、クラブの発展と奉仕活動に全力で取り組んでまい

りたいと思います。諸先輩方そして会員の皆様、ご指導・ご鞭撻の程、よろし

くお願い致します。 

現在、世界は地政学的緊張や紛争が続き、不安定な情勢に直面しております。

日本国内においても経済的な不安定さが続いており、先行きが見通せない状況

にあります。しかしながら、どんな時代にあっても、私たちロータリアンに課

せられた使命は決して揺るぎません。「奉仕を通じてより良い世界を築く」と

いうロータリーの基本精神を大切に、クラブ奉仕をはじめとする五大奉仕活動

に全力で注力してまいります。 

オラインカＨ．ババロラＲＩ会長のメッセージ「持続可能なインパクトを生み

出そう」を踏まえつつ、当クラブとしては、地域社会への貢献はもちろん、国

際的な視点を持ったインパクトのある奉仕活動を積極的に展開したいと考えて

おります。特に、青少年の育成や次世代を担う若い力との連携を深め、クラブ

全体がより活気にあふれるものにしていきたいと思います。また、例会の活性

化や会員間の親睦を深める活動にも取り組み、笑顔の絶えない温かいクラブ運

営を目指します。 

この１年間、会員の皆様とともに「奉仕と親睦」の輪をさらに広げ、大阪難波

ロータリークラブの次の５０年、そしてその先の未来を力強く切り開いてまい

ります。奉仕活動を通じて地域社会や国際社会に貢献し、クラブメンバー一人

ひとりが誇りを持って活動できる一年にしたいと存じます。 

何よりも、奉仕活動や親睦活動ができる喜びを皆様とともに感じながら歩んで

いければと思います。そのために、会員の皆様のご協力・ご支援が不可欠でご

ざいます。 

一年間、楽しく実りあるクラブ運営を目指して頑張ります。どうぞよろしくお

願い申し上げます。 


